
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                           

 

新規合格者歓迎会集合写真－泉の森（撮影：福田 渉） 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■ヤビツの森 

作業地の事情により 2 月は作業を休みます。                        (吉井記) 

 

■湘南の森 

日 時：2月 14 日（金）、29日（土）月例作業 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。📩：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。💻：http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                    （吉井記） 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。  

日 時：2月1日（土）、10日（月）、17日（月）、3月7日（土）、16日（月）、23日（月）  

📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp ☎：090-1542-2154                       （田中記） 

活動予定 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 

 

目 次 

1P 活動予定 

5P 活動報告 
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★■フォレスト21「さがみの森」 

日 時：2月 8日（土）、23 日（日）、3月 14日（土）、22 日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに下記に申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 

☎：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536  📩：sagami@moridukuri.jp             （菅原記） 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「大磯の自然と歴史を訪ねる」 
～旧島崎藤村邸や旧吉田茂邸地区等を巡る～ 

日 時：2月 19 日（水）、22日（土） いずれも定員 50 名（先着順） 

    ※どちらか希望の日を選択し、申し込んで下さい。 

集 合：JR 東海道線「大磯駅」改札外 10：00（改札は１ヶ所） 

解 散：大磯町郷土資料館 14:30 頃 

    ※解散後、城山公園前バス停までご案内いたします。バス停からは、大磯駅方面行き、二宮駅方面行き

のバスに乗車することが出来ます。 

注：大磯城山公園旧吉田茂邸地区の旧吉田邸見学には、別

途、500 円が必要です。（見学は自由） 

今回は大橋が企画しています。 

本番だけの参加に関しては、参加費及び保険料の負担はあ

りませんが、サポートスタッフとして、一般参加者に関す

るお手伝い等をお願い致します。是非、本番にはご家族や

ご友人をお誘い下さい。一般の方は、参加コース名、参加

年月日、名前、住所、電話番号、高校生以下は学年を書い

てお申し込みください。詳細はホームページをご覧願います。   大磯城山公園「旧吉田茂邸地区」内門（兜門） 

                                              （大橋記） 

 

★■ 四季の森公園 自然を訪ねて観察会 「冬の野鳥」 

下 見：2月 9 日 （日）10：00～12：00 

本 番：2月 16 日 （日）10：00～12：00 

集 合：いずれも公園北口管理事務所前  

  ※本番当日の下見はありません。 

申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。                     （担当 花田勝美 中澤均 金子正美） 

 

■室内勉強会 

日 時：2月 21 日(金) 18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

テーマ：「主婦目線から見た食の安全」 

講 師：JFIK 岡部 桂子さん（29年） 

参加費：500 円 

概 要：講師の岡部さんは、子育て中に食品の添加物に関心を持つとともに、これに習熟し、主婦目線で添加物

を考え、より健全な食生活を実践してきたそうです。現在、食品衛生法に定められた食品添加物は、4 つに分類

され、①「指定添加物」（厚生労働大臣が安全性と有効性を確認して使用できると指定したもの）②「既存添加
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物」（長年使用されていた実績があるものとして厚生労働大臣が認めたもの）③「天然香料」（りんごや緑茶、乳

などの動植物から得られる着香を目的としたもの）④「一般飲食物添加物」（一般に食品として飲食に供されて

いるもの）などがあり、これらについての説明の後、実際に、添加物の多い食品と少ない食品の食べ比べを行な

い、より添加物の少ない食品を入手するためのポイントなどをお話しいただけます。皆様の参加をお待ちしてい

ます。 

※資料準備のため、2月 19 日（水）までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原 秀敏 📩：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 当日の緊急連絡先：090-2636-1381 

※これからの室内勉強会の予定（参加募集は、約 1か月前） 

○3月 20 日（金･祝） テーマ「安全講習会」 講師：梶浦 雄介さん（22 年）  

○4 月 12 日（日） テーマ「モンブラン登頂記」 講師：片桐 勝彦さん（29 年）            (吉原記) 

 

■山こい倶楽部第六十二回 

2 月の第 62 回山こいは陣馬山（855m）です。 

当初、南高尾山稜を予定していましたが、昨秋の台風の影響で通行禁止地域があり急遽変更しました。 

陣馬山は展望抜群で山麓から多くの登山道が開かれています。明るい南面に延びる一ノ尾尾根もその一つです。

地図上の距離は長く感じますが、全体的になだらかで歩きやすい道です。平成 29 年 3 月の陣馬山登山とはコー

スが違い、別の登山道からの陣馬山が楽しめます。 

日 時：2月 11 日（火･祝） 

集 合：JR 中央本線「藤野駅」改札口 9時(9 時 15 分バス乗車) 

行 程：藤野駅(ﾊﾞｽ約 8分)～陣馬登山口バス停～一ノ尾尾根～陣馬山～明王峠(昼食)～景信山～小仏バス停 

歩行時間：約 5時間 

標高差：665m 

持ち物：お弁当、水、雨具、その他登山に必要なもの（防寒具など）  

担 当：リーダー 辻眞澄（090-2228-8335）サブリーダー 久保典子（090-5311-1281） 

参加を希望される方は 2月 8 日までに松井までお申し込みください。 📩： ma1950koji@yahoo.co.jp（松井記） 

 

■森こい倶楽部第二十二回   

会員の皆様、下記ご案内しますので、ご参加お待ちします。新会員の皆様、ご家族、ご友人も大歓迎です。 

テーマ：鶴嶺神社と氷室椿園（茅ヶ崎市） 

源氏が関東に進出する礎は源頼義が勧請した茅ヶ崎市の鶴嶺神社です。鎌倉の鶴ヶ岡八幡宮のイチョウは倒れて

しまいましたが、こちらには樹齢千年といわれるイチョウが健在です（神奈川県天然記念物）。稲毛重成が架け

た、頼朝の落馬伝説が伝わる旧相模川橋脚も地震による隆起で姿を現しました。海側では、高砂緑地、氷室椿園、

烏帽子岩を見渡すヘッドランド海岸、茅ヶ崎ゆかりの人物館（開高健記念館）など湘南の香りと緑地を巡ります。 

ワンテーマ：ツバキ  

 

日 時：3月 1日（日）  

集 合：JR 東海道線「茅ヶ崎駅」改札 10:00 

リーダー：久野正樹（25年） 

参加費：500 円（保険込） 

コース：茅ヶ崎駅🚻→🚍→🚏肥地力→本社宮→龍前院→鶴嶺神社🚻→松並木→梅雲寺→旧相模川橋脚→🚏今宿→

🚍→🚏茅ヶ崎駅🚻→高砂緑地→文化資料館🚻→茅ヶ崎公園（昼食）🚻→氷室椿園→ヘッドランド（ボードウォー
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ク）→茅ヶ崎ゆかりの人物館（開高健記念館）（有料 300 円）🚻→東海岸北五丁目🚏→🚍→🚏茅ヶ崎駅南口（解

散） 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記用具など 

お問合せ、ご参加の方は、2月 29日までに、久野宛ご連絡ください。 

📩：masakihisano77@yahoo.co.jp ☎：090-8280-1816 

次年度の計画は、2月末にご案内する予定です。                       （久野記） 

 

■鳥こい倶楽部 第三回 

鳥こい倶楽部第三回の活動は、会報発行前に終わりました。が、会報は、JFIK の諸活動を記録する役目も持っ

ていますので今回と次回の計画を併せて掲載します。 

 

「三ツ池公園」（案内人：久野さん） 

三ツ池公園は、三つの池を豊かな樹林がとり囲む県立の総合公園です。日本の「さくら名所 100 選」にも選ばれ

ています。 

冬には、この三ツ池に多くのカモ類が訪れる他、カイツブリやカワセミなどが通年観察されます。また周囲の樹

林帯ではカラ類の混群やツグミ・シロハラなど、冬の小鳥類の様子を観察できます。 

冬の定番の野鳥類をしっかり覚えましょう！ 

日 時：2月 8日（土）10:00～15:00 頃 

集 合：JR 横浜線「新横浜駅」（北口）改札 10:00 

    （バス 8番乗場 104 系統鶴見駅西口行 10:10 発乗車） 

    または 三ツ池公園パークセンター 10:45 

    （公園駐車場（有料）２か所が利用可能です） 

解 散：三ツ池公園パークセンター 15:00 頃 

   （三ツ池公園北門バス停から新横浜方面または鶴見駅西口方面に乗車可） 

コース：パークセンター→三ツ池周遊の水鳥観察→パークセンターで昼食→外周の丘の野鳥観察→パークセンタ

ー前で振返り（解散） 

参加費：500 円（CONE 保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、野鳥

図鑑 

参加対象：JFIK 会員、会員の家族、友人・知人など（会員の紹介があればどなたでも OK) 

参加申込み：2日前までにメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで 

雨天中止：雨天、荒天の場合は中止します。中止の場合は、前日 JFIK-ML にてお知らせします。 

その他：途中で参加、途中で離脱も可能です（参加費は同じ）                 (中澤均記) 

 

■鳥こい倶楽部 第四回 

「多摩川・生田緑地」（案内人：日比野 聡） 

多摩川は、奥多摩、奥秩父、大菩薩、高尾、多摩丘陵等の水を集め、下流部は神奈川・東京の都県境を成して東

京湾に注ぐ一級河川です。今回訪ねる二ケ領宿河原堰は、二ケ領用水へ多摩川の水を引くための二つの堰の一つ

で、冬はカモ類など多くの水鳥が集まります。また、河畔林や藪ではアオジやホオジロ、ジョウビタキ、カワセ

ミなどが見られます。運がよければハヤブサなどの猛禽類も期待できます。昨年の台風による河川環境の変化の

影響か、鳥の数は例年より少なめですが、種数が激減していることはないようです。生田緑地は年間で 90 種以
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上の野鳥が観察されている所です。早春の 1日を都会のはずれに共生する鳥たちを眺めて過ごしませんか。 

日 時：3月 4日（水）9:30～15:00 頃 

集 合：JR 南武線「宿河原駅」改札外 9:30 

解 散：初山バス停 15:00 頃 

川崎市バス（溝の口駅行き・登戸駅行き）乗車可 

コース：宿河原駅（集合）→多摩川河川敷（多摩川球's 倶楽部付近）→二ケ領宿河原堰（下流側）→二ケ領せせ

らぎ館（見学）→二ケ領宿河原堰（上流側）→登戸駅→（小田急線）→向ヶ丘遊園駅→生田緑地（昼食）

→野鳥の森→とんもり谷戸→初山バス停（解散） 

参加費：500 円（CONE 保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、野鳥

図鑑 

参加対象：JFIK 会員、会員の家族、友人・知人など（会員の紹介があればどなたでも OK) 

参加申込み：2日前までにメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで 

雨天中止：雨天、荒天の場合は中止します。中止の場合は、前日 JFIK-ML にてお知らせします。 

その他：途中で参加、途中で離脱も可能です（参加費は同じ） 

 

●今後予定 

(5)4 月 4 日(土)  葛西臨海公園（東京都江戸川区） （案内人：松井さん） 

(6)5 月 11 日(月) 八菅山いこいの森(愛川町) （案内人：池田（倫）さん） 

(7)6 月 6 日(土)  大磯照ヶ崎海岸と湘南平 （案内人：金子（正）さん）         (中澤均記) 

 

■お話サロン（鎌倉）「食品リサイクルについて」 

日 時：3月 28 日（土） 14:00～16:00 

場 所：大路ビル 3階 

講 師：石川 雄一氏 

会場の詳細などは、直接、鎌倉風致保存会（0467-23-6621）まで。 

 

 

■新規合格者歓迎会 

1．自然観察会1月18日（土）10:00～12:00 

場 所：相鉄線相模大塚駅に集合し、「泉の森」 

参加者：42 名（内、新規合格者（以下新人）3名） 

気温 2℃、小雪がちらつくあいにくの天気であったが、午

前 10時から 12時まで、新人 3名、既会員 39 名が参加し

た。30 年合格組 4人がリーダーとなって 4班に分かれ、

ムラサキツバメの成虫越冬や開花期を迎えたロウバイ、

ダイサギの優雅な舞やカワセミの豪快なダイビングなど

を観察した。                              雪の降るしらかしの池  

 

2．オリエンテーション（13:30～16:00） 

場 所：泉の森、自然観察センター「しらかしのいえ」 

活動報告 
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参加者：46 名（内、新人 4名） 

昼食後、午後 1時 30 分から園内にある「しらかしの家」の多目的ルームで第 2部のオリエンテーション。ここ

からの参加者を加えて、新人 4名、既会員 42 名が参加した。中澤均理事長の歓迎の挨拶と会の歴史と組織の紹

介の後、森林保全部会や森林教育部会、室内勉強会、各倶

楽部、鎌倉風致保存会、事務グループ、広報・安全活動の

紹介が手際よくかつユーモアを交えて行われた。最後に 4

名の新人の方（女性 2名、男性 2名）から自己紹介があり、

山好きから自然に興味を抱いた方、地道に自然観察を重ね

てきた方、大学で生態学を研究されている方、お酒が大好

きな方と個性的な方々が揃い、今後の会の活動が益々活性

化されることが期待された。 

オリエンテーションの様子 

 

3．懇親会(17:00～20:00） 

場 所：「いろはにほへと」大和店 

参加者：37 名（内、新人 1名） 

第 3部は午後 5時から 8時まで、大和駅前の居酒屋での懇親会。新人の参加が 1名と少なく残念であったが、既

会員 36 名と多数の参加を得て、なごやかにかつエネルギッシュに楽しく懇親を深めた。 

恒例により前年の合格組が幹事となり事務局の協力を得て実施した令和元年度新規合格者歓迎会は、こうして無

事幕を降ろした。 

参加者の皆さん、幹事の皆さんご苦労様でした。                     (中澤(靖)記) 

 

■ヤビツの森 

1 月の定例作業は、お休みしました。 

なお、秦野市から、今年 4 月から 2021 年 3 月まで、ヤビツの森作業地の土地使用が許諾されました。（吉井記） 

 

■湘南の森 

1 月 10（金）、25 日（土）月例作業を行いました。                   （吉井記） 

 

■名瀬谷戸の会  

＜定例活動の報告＞ 

 

 集合写真                    子ども班の作業状況 
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作業 1回目 

日 時：1月 4日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 32 名（JFIK：12 名 地元・地域ボランティア：11名 横浜メダカの会：5名 見学者：4名） 

作業内容：モウソウチク伐採：ピザ窯周辺を 2 班体制で 48 本伐採、物置小屋の竹の壁の張り付け作業、子

ども作業班：ピザ窯周辺でモウソウチクの枝払い、メダカ池の水生生物調査 

 

作業 2回目 

日 時：1月 14 日（火）10:00～15:00 

参加者：合計 11 名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティア：6名） 

作業内容：モウソウチク伐採保全作業：メダカ池周辺の 27本を伐採、物置小屋の竹の壁の張り付け作業 

          

          集合写真                                  物置小屋の壁がきれいになった 

作業 3回目 

日 時：1月 20 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 17 名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア）：9名 

作業内容：ゾーン 1,2 の落ち葉かきと笹刈り作業を開始 新たに購入した刈払機とブロワーを活用した、メダカ

池周辺のモウソウチク伐採：11月 2日にマーキングした 418 本の伐採完了、物置小屋の竹の壁の張り付け作業

完了                                         （福田記） 

  

 ゾーン２での作業                  ゾーン１での作業 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「早春の菜の花と吾妻山からのパノラマを楽しむ」 

日 時：1月 22 日（水）、25日（土）10:00～15:00    場 所：中郡二宮町 

参加者：64 名（22日 41 名、25 日 23 名） 

スタッフ：大橋、鈴置、田川、田口、花田、相原、河野、久野、山路、杉山、吉原、吉井、坂間、昆野、鈴木(康)以上 15 名 

両日とも天候が心配されましたが、お昼前頃から青空が広がり気持ちの良い「自然を訪ねて」となりました。JR

二宮駅をスタートし、湘南軽便鉄道跡や徳富蘇峰記念館のウメやスイセン、新島襄所縁のカタルパの木などを観

察しその後生涯学習センターにて休憩。そして名産の『落花生』店に立寄った後中里口から吾妻山を目指しまし

た。途中冬の鳥や樹木等を観察しながら満開のナノハナが咲く頂上へ。温かい日差しの中、ナノハナの先に見え

る湘南の海や伊豆半島を眺めての楽しいお弁当となりました。午後は弟橘媛にまつわる吾妻神社や曽我兄弟ゆか

りの浅間神社を巡り最後に二宮駅南口のガラスの兎を抱く少女像を見学して解散しました。 

今回はこの他に吾妻神社横の大磯丘陵の隆起を表す露頭やコナラ・クヌギのナラ枯れ、アカマツの松枯れなどに

も注目しました。 

1 月なのに思いのほか温かく穏やかな一日を過ごすことができ参加者の皆さんは満足された様子でした。   

（鈴置記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳富蘇峰記念館梅園にて                            吾妻神社 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～春を待つ生き物たち～」 

日 時：1月 19 日（日）13:00～14:30  晴 

講 師：坂間、日比野、片山  参加者：一般 37 名、公園職員 2 名、JFIK(講師以外)3名     

概 要：すべてが活動を止めてしまっているような森の中だが、よく見れば、生き物たちは、春に向けて様々な

準備を進めています。 

「春芽眠(ね)る 命ひそかな 寝息かな」 

そんな様子を、冬晴れの中観察し、無事に終了しました。 

内 容：冒頭、講師より①春を待つ樹木②春を待つ草花③春を待つ虫たちの順に、観察ポイントについて説明し

た。特に樹木については、芽鱗に包まれている鱗芽と、包まれていない裸芽の区別、花芽と葉芽、一つの芽から

花と葉が両方出てくる混芽の区別について写真を使って説明した。また、サクラの芽を例に、冬期における春芽

の休眠打破の重要性についても強調した。 

観察でのトピック： 

① ミズキを例にとり、長枝と短枝の意味合いについて考えた 

② ヨコズナサシガメの幼虫が集団越冬生活する意味合いについて考えた 

③ エゴノキが予備芽を持っている意味合いについて考えた 

④ ヤマボウシの花芽を参加者に見つけてもらった 
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⑤ シナサワグルミの維管束跡と裸芽の葉脈を楽しんでもらった 

⑥オオイヌノフグリとヒメウズが既に開花しており、「春を待つ草

花」としては想定外であった 

観察した主な生き物は以下 

樹木：フクジュソウ、アジサイ、コブシ、ミズキ、ヤブツバキ、サ

ンシュユ、エゴノキ、ヤマボウシ、オオシマザクラ、ニワトコ、シ

ラカシ、オガタマノキ、ムラサキシキブなど 

草花：フクジュソウ、アメリカフウロ、セリ、ヒメオドリコソウ、

カラスノエンドウなど  

観察風景              昆虫：ヨコヅナサシガメ、ナミテントウなど     （坂間記） 

                                                            

■室内勉強会 

1 月は、新規合格者歓迎会・新年観察会がありましたので、室内勉強会はお休みしました。      (吉原記) 

 

■山こい倶楽部第六十一回「高取山〜仏果山〜経ヶ岳」 

日 時：1月 13 日（月･祝） 

山 名：高取山（705ｍ）、仏果山（747ｍ）経ヶ岳（633ｍ） 

行 程：本厚木駅（バス）～「愛川ふれあいの村・野外センター前」バス停～半原神社～高取山～仏果山～半原

越～経ヶ岳～「半僧坊前」バス停（バス）～本厚木駅 

参加者：久保（L）、辻（SL）、梶浦、田口、山路、田川(裕）、篠田、伊東、角田、吉原、中澤(靖)、西岡、村松 以上 13 名 

 仏果山は宮ケ瀬ダムの東、丹沢の東端にあり、今回の高取山～仏果山～経ヶ岳を巡るルートは展望も良く、整

備もされている「相州アルプス」とも呼ばれる気持ちのいい稜線の縦走となります。 

 本厚木駅で集合後、8時過ぎのバスに揺られて 40 分程、現地では地元在住の 20 期の池田氏が出迎えてくれる

というサプライズがありました。氏には登山口近くまで周辺をご案内して頂きました。 

半原神社で安全祈願をすませた後、蛍の養殖場などを見ながら沢沿いの道を進みます。やがて高取山登山口に

到着。そこからヒノキの植林地の中を登り始めました。道中には古い鹿柵の扉がいくつもありますがどれも壊れ

ています。尾根道とぶつかると、登山道上に珍しい緑色凝灰岩の玉ねぎ状の岩石の露出を見ることができました。

高取山周辺ではシモバシラの氷華もみられるそうです。 

植林地からコナラやホオノキ林など変化がある道を登って

いくと高取山山頂。半原の町から相模平野まで見渡せました。

高取山から40分程アップダウンを経て12時過ぎに仏果山に

到着。休日とあって何組かのグループがおりました。ここで

昼食。展望台からは、西は大山～蛭が岳の丹沢の主脈、直下

に宮ケ瀬湖、東は奥多摩の山々まで見渡せました。人数確認

後、経ヶ岳へ。山頂直下のやせ尾根は急で滑りやすく気を付

けて下る必要がありました。西からの暖かな風に吹かれなが

ら展望の良い尾根道を楽しみます。コウヤボウキの綿毛が陽

の光に照らされてきれいでした。 

さて、この辺りでは甲斐の武田軍と小田原の北条軍が戦い、双方が自刃したとの言い伝えがあるそうです。武

田軍は村の蕎麦畑の白い花を相模湾と見誤り、敵国に深く侵入しすぎたと勘違いし自刃。北条軍はトウモロコシ

の収穫後の茎を槍のひしめき合う様と見間違え、敵の多さに悲観し自刃。真偽の程はわかりません。 

植林地の急坂を下っていくと林道の向こうに経ヶ岳。結構な登り返しになりそうです。林道にぶつかり半原越

 

仏果山集合写真（中澤靖彦氏撮影） 
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え。休憩後、丸太の急階段をあえぎつつ登っていきます。やがてなだらかな尾根道に変わると大きな石が現れま

した。弘法大師がお経を納めたことから「経石」というそうです。そこから少しで 14時 45 分に経ヶ岳山頂到着。

あとは無事に帰るだけ。杉林や雑木林を長々と下り、大きな古い堰堤を右岸に巻いて沢沿いに行くと国道412号。

16 時 20 分のバスで本厚木駅へ。みなさまお疲れさまでした。                  （村松記） 

 

■森こい倶楽部第二十回  

日本の原風景、小野路の里を巡る（町田市） ワンテーマ：雑木林の冬 

日 時：1月 12 日（日） 曇時々晴 

参加者：梶浦、金子、菅原、白木、中島（典）、皆川、山内、山路、山本（明）、吉原、久野、広川、小池（案内

人）、以上 13 名  

コース：鶴川駅→（バス）小野神社前→里山交流館→図師小野路歴史環境保全地区（小町井戸・小野城址・谷戸 

・旧街道）→里山交流館（昼食）→萬松寺谷戸→里山交流館→（バス）鶴川駅 

心配された天気もまずまずで、町田の都市近郊に奇跡的に残された里地・里山－小野路の里－をめぐりました。

この小野路の里は、多摩丘陵の北部に位置し、「図師小野路歴史環境保全地域」、「生物多様性保全上重要な里地

里山」に指定され、「日本の里 100 選」にも選ばれている自然と人の営みが調和した地ですが、鎌倉街道上之道

をはじめとする多くの街道が集まる宿場（小野路宿）でもありました。 

小野篁に由来する「小野神社」や、小野小町伝説のある「小町井戸」、「小野城址」を訪ね、広大な「奈良ばい

谷戸」、「万松寺谷戸」をめぐり、尾根と谷戸が織りなす変化にとんだ景色を楽しみました。そして、多くの人の

手によって守られている里地里山の豊かな自然に触れ、その貴重さを確認するとともに、保全に携わる方々に対

して、頭の下がる思いを抱きました。 

早春や、秋にでも再訪したい思いにもかられましたが、ソシンロウバイの甘い香りや、一足早いスミレやホト

ケノザの可憐な花姿に癒されました。また、カヤやスダジイの大木に目を奪われ、ゴンズイの赤い実やテイカカ

ズラの種にも遭遇。中でも「小町井戸」の周りで目にした珍しいハナミョウガの真赤な実は秀逸でした。 

（小池記） 

  

奈良ばい谷戸にて                          ハナミョウガの実 

 

■鳥こい倶楽部第二回 

日 時：1月 21日(火)   場 所：神奈川県立 21世紀の森 

コース：開成駅→21 世紀の森駐車場→内山林道→休憩所(昼食)→展望ポイント(山菜の森)→ 休憩所→内山林道→

駐車場→開成駅(解散) 

参加者：角田（案内人）、田川(裕)、梶浦、花田(勝)、*花田(洋)、山路、久野、松井、篠田、中島(典)、和田 

中澤(均)、*中澤(美) 以上 13 名〔会員 11 名、一般 2名〕、 (*は一般) 
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概 要：オリンピックイヤー最初となる「鳥こい倶楽部第二回」

を実施しました。今回は南足柄市にある神奈川県立 21世紀の

森。県の西部に位置し、静岡県境に近い箱根・丹沢山塊が織

りなす「やまなみベルト」の一角をなし、箱根外輪山の北方

に続く小高い丘陵にあります。山頂からは、南東に相膜湾や

江の島、三浦半島さらには遠く房総半島まで一望でき、南に

箱根外輪山の明神ケ岳、西に富士山、北には西丹沢の山々が

眺望できました。 

自己紹介の後、案内人の角田さんから「地鳴き」についての

レクチャーがありました。その最中に、上空に複数の猛禽が

姿を現しました。よ

く見ると、なんと３羽のクマタカと１羽のハイタカ、彼らがスクランブ

ル飛行で迎えてくれました。つがい＋侵入者と思われる３羽のクマタカ

は空中戦を繰り広げて我々を出迎えてくれているかのようでした。 

今回もまた幸先のよいスタートとなりました。歩き出してしばらくする

と頭上に再びクマタカの姿、しっかり写真に収まってくれました。「今

日はこれで十分だな！」なんて声が聞こえてきました。 

内山林道を休憩所に向かって標高差約 400m、急勾配の舗装道路歩くこと

約１時間、歩き出しからしばらくはスギを中心とした針葉樹林帯、稜線

に出ると徐々に広葉樹が増えてきま

した。残念ながら今回は前回ほどの

数は見られませんでしたが、それでも２１種ほどの鳥を確認することがで

きました。林道を登りきると休憩所の手前の広葉樹林ではエナガの群れが

迎えてくれました。昼食後は展望ポイントで集合写真を撮って、眺望を楽

しんだのち、往路をそのまま下山することとなりました。駐車場に下山す

ると、最後にふさわしくシメが迎えてくれました。確認(鳥合わせ)を終え、

駐車場横の森林館を見学して終了となりました。見聞きした野鳥は、シロ

ハラ、ジョウビタキ、ルリビタキ、シメ、カワラヒワ、ホオジロ、シジュ

ウカラ、ヤマガラ、エナガ、メジロ、コゲラ、ヒヨドリ、カケス、ノスリ、

トビ、クマタカ、ハシブトカラス、ハイタカ、キクイタダキ、ヒガラ、アオサギ 計 21種   (中島(典)記) 

                                             

■お話しサロン（鎌倉）「皇居東御苑で見られる家紋のモチーフになった生き物たち」 

日 時：1月 25 日（土）14:00～16：00  場 所：大路ビル A教室 

講 師：梅田美亜氏 

お話の始まりは、梅田さんご自身のお仕事のこと。皇居東御苑という都心では貴重な自然の宝庫で、動植物を

中心にガイドをされているとのことです。そして、家紋 30 種類の図案が描かれたレジュメが聴講者に配られま

した。図案のモチーフとなった植物、生き物は何でしょうと云う設問です。30種の中で直ぐにそれと分かるもの

もありますが、全くわからず、答えを聞かされなるほどと合点するものもありました。対象は斬新にデザイン化

され、遊び心や芸術性を誇示したようなものもあり、また、円を基調としたものが多く、日の丸、はたまた相撲

の土俵まで思いを巡らせてしまいました。 

梅田さんは植物好きで、ついつい下を向いて歩いてしまうとのこと。皇居東御苑のガイドとして春の芽吹きを

丁寧に家紋の話題も交えて説明される様が想像されます。                   （花本記） 

今回の参加者１３名 エナガ 

 

集合写真 

 

 

クマタカの勇姿 

 

エナガ 
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「森林(もり)で遊ぼうシリーズ」全 5巻 

編集・発行：公益社団法人北海道森と緑の会・ 

第１巻「おもしろい木の話」1,000 円 

第２巻「もっと知りたい森と木の話」1,300 円 

第３巻「おもしろい草花の話」1,300 円 

第４巻「なつかしい森林(もり)の遊び」1,300 円 

第５巻「おもしろい森の生き物の話」1,300 円（税込） 

  

時には古い本も取り上げてみたいと思っていたが、絶版

本を紹介する訳にもいかない。そこで、都道府県林務課

の中には林業試験場や林業改良普及協会などがあって、

出版事業を担当していることがあり、その HPをみれば書

籍の販売事業の宣伝もみることができる。今回取り上げ

た本は、北海道林業改良普及協会（のちに「北海道森と

緑の会」）が発行した５冊本で、販売元の「公益社団北海

道森と緑の会」に連絡、早速取り寄せてみるとこのシリ

ーズは、平成８年から平成 14年までに発行されたことが

判る。同様の主旨で作られた本では、日本林業技術協会

が作った（「○○の 100 不思議」シリーズ）があり、1988

年から 2005 年にかけて出版され、「○○の不思議シリー

ズ」として 18 冊になり、現在は同協会の HP で閲覧でき

るようになっている。 

科学としての理由をきちんと説明しながら易しく森林を

語るのは今でも難しい。難しいゆえに子どもたちを相手

にクイズを出す時のネタ本として十分活用が期待できよ

う。（獺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  月間ブックレビュー 
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会員異動 

＜1月度の会員異動＞ 1月 31 日現在会員数 158 名 

 

月例会を開催しました 

日 時：1月 31 日（金）18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 11 名、監事 2名、会員 8名 計 21 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

第 5 回（令和 2年度）通常総会開催通知 

下記の通り通常総会を開催します。 

日 時：令和 2年 2月 15 日（土）15:30～17:30 

場 所：あつぎ市民交流プラザ（アミューあつぎ）ルーム 610 

 

会費納入のお願い 

令和 2年（1月～12 月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円  納入期日：2月末日 

■振込先 ：横浜銀行 戸塚支店（359） 

■口座番号：普通預金 ６１７４９１７ 

■名 義 ：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

     （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

また、2月 15日（土)の総会でも会費納入できます。 

ご質問等ありましたら、石川までご連絡下さい。📩：amelieamelie92@gmail.com 
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記事・写真等の無断転載を禁じます。 

天候不順で植物の生育もかなり

調子が狂っているようです。お

まけにコロナウイルスによる肺

炎騒ぎです。うがい・手洗い、

体調管理に万全を! (かじうら) 

編集後記 

掲 示 板 

日没時刻が日毎に延びているの

が感じられる時期。春が待ち遠

しいですね！(松山) 
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